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ミシン縫製のつれについて
－ベルベット地の縫製－
緒　言
最近和洋服のコートドレスなどの外出着としてベル
ベット地が市販されている。これらの合理的な縫い方の
条件としてほ外観上から何といっても第一にあげられな
ければならない点として，縫いつれのない美しい仕立て
にすることである。しかしながらこの条件を満足させる
ためには，なかなか技術を要しなければならない，何故
ならば布自身柔軟性があること，表面に毛足があるこ
と，云いかえれば′くイル織りになっている為である。こ
れを解決するのに，今迄にいろいろな実験がなされ，結
果としては当紙をして縫うのがよい方法とされているよ
うであるが，この方法だとしるしが見えなかったりずれ
たりで技術を要する場合もある。近頃では，ベルベット
地の出現とともに，家庭用，工業用としてベル押えとい
う部品も市販されている。しかし，これは割合に高価な
為，一般家庭ではまだ購入されていないようである。そ
こで簡単に縫いつれを防ぐことが出来る方法として糊付
けを試み合せて，ベル押えと比較してみた。今回は布の
たて方向，よこ方向，逆毛の3方向についておこなった。
試　料
市販のベルベット地（たてよこレーヨソ100％）を使
用して実験した。
試料の諸元は杉原房子氏のミシソ縫製における布ずれ
について（ベルベットの縫製について）の表1に示され
た通りである。
実験方法
エアゾール洗濯のり（クリーンプレス）を用いてうす
く糊づけしたもの，やゝ濃い目に糊ずけをしたもの，そ
れに原布と3種類を試料とした。（この糊ずけは地質の
風合いをそこねない程度の渡さかたさにした，杉原民表
2柔軟度参照）
ミシン　　シンガー家庭用電動塾
・ミシン針　オルガソ即11番
・針目　　　4日丞m
ミシンの速度　700／min
・押え金の強さ　最も弱い位置にした。
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・送り金の高さ　0．5mm
・縫い糸　　羽二重糸（3本諸）
縫い方
巾25cm丈25cmの試験布を中表に合せ，たて方向，よ
こ方向，さか毛方向のものの3種類匿ついておのおの2
cm間隔にしるしをつれ布端から2．5cmずつ入って20cm
の所にしるしをした。ベルベット地はパイルになってい
る為縫っている間に上下の布がずれてくるので，2・5cm
間隔の針目で両側に斜躾をかけた。この場合，上下の毛
足がよくかみ合わさるように机上でたゝいておいて，ミ
シソの糸調子は上下ともゆるくして，針目は4日／cmに
して縫った。なお押え金の圧力は一番弱くしておいた。
布はベル押えを使用しないものは，針目が不平均になら
ない程度に引張り，縫った。
糊のつけ方は，原布の裏側を上にして台より20cmは
なれた上からェアゾール洗滞糊（クリーソプレス）でス
プレーした。これをうすく糊づけしたものとし，同じ方
法で10cmはなれた位置から3回くり返してスプレーし
たものを浪い目に糊づけしたものとし，これを24時間放
置後，前述した大きさに裁ちそろえ，原布，うすく糊ず
けしたもの，渡い目に糊づけしたものと，それぞれ同一
の方法で躾をし，ベル押えを使用したもの，使用しない
ものの試料を作り，実験した。
考察
Ⅴ　原布
Ⅴ′　うすく糊づけした布
Ⅴ′′渡い目に糊づけをした布
Ⅴ　ベル押えを使用しないもの
B　ベル押えを使用したもの
Vl　たて布方向
V2　よこ布方向
Ⅴ。さか宅方向
Bl　たて布方向
B2　よこ布方向
B3　さか毛方向
以上の条件によって各試料を5本宛縫製した結果を定
性的判定（写真判定）してみた。
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その縫いつれを定量的に測定したのが表1，表2に示
したものである。これは次式によって求めた縫いつれ率
sp（％）＝雪上×100
Sp；縫いちゞみ率
J；縫製前の長さ
J′；縫製後の長さ
（この測定は縫糸の弾性回復をまって縫製1日後にし
たものである。
表1
Ⅴ／　　　　　　　V／／
Vlて　19・91
紅苛
蓑2
cm　　　％
l
20・0■　　0　19・8　1・0
1－1：：∵　∵：
■　　　　；
V　　．　　Ⅴ′
Cl一一　　％．cm l　％
Bl j　19．7・1．5　19．9　05
1．5　　19．9　　0．5
1・5119・9ミ　0・5
定性的判定の考察
⑳　亘）①…各試験布の下側を示す。
V．’B’
V
V，Blの何れもVl即ちたて方向の場合最も縫いつれは
少く，V2，B2がこれにつぎ，V3，B。の場合即ち逆毛方向
の縫製の場合が縫いつれほ最大であ′る，Ⅴ′B′，V2′B2′，
V。′B。′の場合も同様である，
Ⅴ／
Vl，Bl，の何れもVl即らたて方向の場合最も縫いつれ
は少く，V2，Bjがこれにつぎ，Ⅴ。，B3の場合即ち逆毛方
向の縫製の場合が一番縫いつれが大である。Vl′Bl′　VZ
B。′　V。′，B3，の場合も同機である。
Ⅴ′′
VIBlの何れもⅤ▲即ちたて方向の場合巌も縫いつれは
小であり，ⅤヮB二がこれにつぎ，V3B3の場合即ち逆毛方
向の場合が最も縫いつれは大である。Vl′，B⊥′，V2′，B2′，
V。′，B。′，の場合も同機である。
以上V，V′，Ⅴ〝，の何れの場合も，VIBlのたて方向の場
合が，－“▼・・番縫つれは小であり，逆毛方向の場合が最も大で
ある。
V，Ⅴ′，Ⅴ′′の3種を比較してみると，Ⅴ′が縫いつれは
最も小であり，原布の場合が最も縫いつれは大になって
いる。
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定量的測定
a．Ⅴ
Ⅴ
Vlの場合が縫いつれ率は最小であり，V2，Ⅴ。ともVlの
場合よりも縫いつれ率は大である。
Ⅴ′
Vl，V2とも縫いつれ率は0であり，V3は1％の縫いつ
れ率をみた。
Ⅴ／′
Vlは最小を示し，V2，Ⅴ。は1・5％の縫いつれ率を示し
ている。
も．B
V
Bl，B晶の3方向の縫いつれ率は同じである。
Ⅴ／
BIB晶の3方向の縫いつれ率は同じであるがⅤの場合
より縫いつれ率は小である。
Ⅴ〝
Bll32の場合は同じ縫いつれ率であるがB。の場合は前者
に比し大である。
以上Ⅴの場合はⅤ′のVlV2V3の何れの方向の場合も縫
いつれ率は小でありⅤ〟の場合がⅤよりやゝ縫いつれ率
は大になっている。
Bの場合もⅤの場合と同様，Ⅴ′の縫いつれ率が最も
小であり，Ⅴの場合が最も大である。
まとめ
1原布のままのもの，うすく糊づけしたもの，濃い目
に糊づけをしたものの3種煩について縫いつれの結果を
第22号1967
みたが，定性的判定の場合も，定量的測定の場合も，う
すく糊づけをしたものが一番縫いつれは小であった。
2　縫製する場合，たて方向に縫う事がもっとも容易で
あり，布目方向に対して真直に縫うことが出来た。よこ
方向，逆毛方向の場合には布にゆがみが生じ，真直に縫
う事が難かしかった。両側に躾をしても余り効果がなか
った。とくに原布のままのもの，濃い馴こ糊づけをした
ものは技術的にむずかしかった。
この場合，上側の布にゆがみを生じ下側の布には影響
は少なかった。
3　ベル押えを使用した場合と使用しない場合を比較し
てみると，縫製する前に躾を正しくかけておいて，上下
の布をしっかりとかみ合せておいて，糸調子をゆるくし
て，針目に影響をおよぽきない程度に布を引張って縫え
畔ベル押えを使用しなくてもよい結果が得られた。
以上の点から考察すると，ベルベット地はパイル独り
になっていることと，布白身柔軟度が小さいために，縫
いつれや布にゆがみが生じやすいので，うす糊づけをし
て縫うとこれらの欠点を或る程度防げることがわかっ
た。そしてその糊づけをする場合も漉くなく，布地の風
合を損なわない程度の漉きにしなければいけない。渡す
ぎてもよい結果は得られなかった。学生の教材作製の場
合にも，この方法で縫製させたら簡単にしかも美しく仕
立てられるのではなかろうか。
本研究に当り本学衣料学研究室の今井助教授，中沢副手
の御協力に感謝致します。
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